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The concern with Cloud Computing has been growing. The purpose of this paper is to 
examine the impact of Cloud Computing on Management Information systems. In conclusion, 
I prove that Management Information systems concluding Cloud Computing are complex 
adaptive systems presenting a new type . 
 
 
1. はじめに：Web2.0 からクラウドコンピューティングへ 
 
 最近クラウドコンピューティングが注目を集めている。各企業が独自に情報システムを所有す
るという旧来の概念を根本的に変える可能性があり、企業の情報システムに与える影響も大きい。
政府や地方公共団体にも広がりつつあり、その影響は企業だけにとどまらない 1)－8)。ITmediaエ
ンタープライズとアイ・ティー・アールが実施した「クラウドコンピューティングに関するアン
ケート調査」９)においても「クラウドコンピューティング」という単語の認知度は「よく知って
いる」が44.7%、「知っている」が49.9%で、2項目の合計は94.6%となり、広く認知されている
ことがわかる。 
クラウドコンピューティングという概念はすでに Web2.0 において言及されている。Web2.0
は、ティム・オライリ－が提唱した概念で Web の新潮流を総称したものである 10）。ティム・オ
ライリ－は「Web2.0の原則」として以下の７項目をあげている。 
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１．プラットフォームとしてのウェブ 
２．集合知の利用 
３．デ－タは次世代の『インテル・インサイド』 
４．ソフトウェア・リリ－スサイクルの終焉 
５．軽量なプログラミングモデル 
６．単一デバイスの枠を超えたソフトウェア 
７．リッチなユ－ザ体験 
 
 さらに論文のコラム欄で「Web2.0のデザインパターン」として以下の8項目をあげている。 
 
 １．ロングテール 
２．デ－タは次世代の『インテル・インサイド』（原則と重複） 
３． ユーザによる付加価値創造 
４．ネットワーク効果を促す初期設定 
５．一部権利保有 
６．永久にベータ版 
７．コントロールでなく協力 
８．単一デバイスの枠を超えたソフトウェア（原則と重複） 
      
 また、梅田はWeb2.0に関連して「次の10年への3大潮流」として 
 
 １．インターネット 
２．チープ革命 
３．オープンソース 
 
をあげ、 
 
    この3大潮流は相乗効果を起こし「次の10年」を大きく変えていく。 
 
と指摘している 11）。 
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 上記のWeb2.0の特色の中にクラウドコンピューティングの概念が含まれている。原則1の「プ
ラットフォームとしてのウェブ」はクラウドコンピューティングの概念と一致している。クラウ
ドコンピューティングの発展はソフトウェアのあり方を「所有」から「必要時に Web を通じて
利用」に変化させている。この現象は原則4の「ソフトウェア・リリ－スサイクルの終焉」をも
たらす可能性がある。Web 上でソフトウェアを提供する企業は自社のソフトウェアの改良を継続
していくので、Web上のソフトウェアは「永久にベータ版」（デザインパターン 6）となる。 
 また、三大潮流のひとつである「インターネット」はクラウドコンピューティングには必須の
構成要素であり、意味合いは異なるが「所有」から「利用」への転換は「コスト削減」につなが
り、「チープ革命」（三大潮流のひとつ）へとつながっている。 
 Web2.0 はクラウドコンピューティングの概念を含むより広範な Web の新潮流を指しているが、
クラウドコンピューティングの急速な進展・拡大はWeb2.0の次の新潮流とみなされるようになっ
てきている。しかし、クラウドコンピューティングの本質はWeb2.0の原則・デザインパターンで
述べられており、新潮流というよりは（Web2.0の）新たな展開とみなすことが可能であるという
点を指摘しておきたい。 
 
2. クラウドコンピューティング 
 
 「クラウドコンピューティング」という概念は微妙に異なる意味合いで使用されることが多く、
現時点で確定した唯一の定義があるわけではない。 
  
 『平成21年度情報通信白書』の「用語解説」（290頁）では 
 
    データサービスやインターネット技術等が、ネットワーク上にあるサーバ群 
（クラウド（雲））にあり、ユーザーは今までのように自分のコンピュータで 
データを加工・保存することなく、「どこからでも、必要なときに、必要なだ 
け」利用することができる新しいコンピュータ・ネットワークの利用形態 
 
と定義している。また、『クラウドコンピューティング時代のデータセンター活性化策に関する検
討会報告書（総務省）』の「資料1－2検討の背景」では 
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    クラウドコンピューティングとは、全世界に広がったインターネットに極めて 
多数のサーバがつながっていることから、サービスを提供するサーバがどこに 
存在しているのかを利用者が把握できなくなってきている中、インターネット 
及びそこにつながっているサーバ全体を「雲」に見立て、「雲」そのものを手元 
にあるコンピュータのように利用しよう、という考え方のこと。したがって、 
特定の技術、特定のビジネスモデル等を指し示す概念ではなく、「通信の相手方 
を意識しない」という現象を表している。 
 
と説明し、その特徴として 
 
（１）クラウドコンピューティング化されたサービスにおいては、利用者は 
サービスを提供する「サーバ」の存在を意識する必要がない。 
（２）利用者とクラウドコンピューティングの接点となる「Web Browser」 
において、「サーバの指定」と「検索」の操作方法が同一になりつつあり、 
今後利用者が「サーバを意識しない」傾向はよりいっそう顕著になるもの 
と思われる。 
（３）したがって、「誰が提供するサービスを利用しているのか」「どこにある 
サーバを用いて提供されるサービスを利用しているのか」という利用者の 
意識が希薄になる。 
 
をあげ、クラウドコンピューティング化の進展により 
 
利用者が、サービスが提供されている場所を意識しない 
 
   利用者が、サービス提供者との権利義務関係を意識しない 
 
という傾向が顕著になると考えられると述べている。  
 さらに、「拡張性」を考慮した定義も提唱されている。城田は注2）（15頁）において 
 
    「クラウドコンピューティング」とは、拡張性に優れ、抽象化された巨大なＩ 
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Ｔリソースを、インターネットを通じてサービスとして提供（利用）するとい 
うコンピュータの形態である。 
 
と定義し、定義の中にある「高度な拡張性」と「抽象化されたコンピュータ・リソース」が2つ
の大きな特徴であると述べている。また、定義中の「サービスとして」とは利用者は使用したリ
ソース分だけの料金をサービス・プロバイダに支払えばよいということであるとも述べている。 
 これらの定義も含めて、クラウドコンピューティングの定義に共通しているものは「多数のサ
ーバや巨大なデータセンターを備えたサービス提供者およびそのサービス提供者を利用した2次
的なサービス提供者の存在を前提に、ＩＴ資源が必要な利用者が従来のようにＩＴ資源を購入す
るのではなく、ネットワークを通じて必要なＩＴ資源を利用し、利用した分の料金を支払うとい
うＩＴ資源の購入・所有から利用への転換」である。すなわち、 
クラウドコンピューティングの本質は 
 
         ＩＴ資源の所有から利用への転換 
 
である。この考え方をもとに本稿では「クラウドコンピューティング」を 
 
      ＩＴ資源の所有から利用への転換とそれにより派生する現象 
 
と定義する。この定義では 
 
       サーバの存在を利用者は意識しない 
 
という条件は考えていない。重要性に乏しいデータは保存場所を意識しなくても問題ないが、会
計情報や個人情報などの重要な情報は保存場所を明確に把握しておく必要があり、クラウドコン
ピューティングを通じて保存する場合にも保存する場所を明確に把握する必要があるからである。
ただし、現時点では安全性や法制面を考慮すると、会計情報や個人情報などの重要な情報をクラ
ウドコンピューティングを通じて保存するのは時期尚早である。安全面での強化と法制面での整
備がなされた後に実施すべきである。 
 しかしながら、クラウドコンピューティングの利用はＩＴ資源の投資額や情報システム部門の
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費用を大幅に低減できるので、企業もコストダウンという面を考えると無視はできないシステム
である。 
 なお、代表的なクラウドコンピューティングの形態には 
 
    ①SaaS 
        ②HaaS 
    ③PaaS 
 
がある。SaaSはSoftware as a Service の略で、アプリケーション・ソフトをインターネット上
で提供する形態である。HaaSはHardware as a Service の略で、サーバのCPU能力やストレ
ージをインターネット上で提供する形態である。PaaSはPlatform as a Service の略で、プラッ
トフォーム機能をインターネット上で提供する形態である。本稿では 
 
    ④XaaS 
 
をクラウドコンピューティングの形態とする。ここでXは 
 
    X＝ネットワークで与えられるものすべて 
 
である。X にはＩＴ資源（アプリケーション、ハードウェア、プラットフォームなど）だけでな
く経営指導なども含まれる。インターネットとせずネットワークとしたのは、NGN や新世代ネ
ットワークを念頭においているからである。安全性などを考慮すると、これらのネットワークに
よりクラウドコンピューティングは大いなる進化を遂げると考えられる。インターネットと比較 
すると、安全性が格段と高くなり会計情報や個人情報の保存も可能となりうるからである。 
 
3．経営情報システム 12)－16） 
 
 情報は「ヒト・モノ・カネ」と並ぶ第４の経営資源とみなされ、現代の企業においてはその取
り扱いが経営成績に重大な影響を与えている。それゆえ、情報を取り扱う最適なシステムの構築
は最優先の課題となっている。 
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 情報を扱うシステムはコンピュータとネットワークからなる情報通信システムが中心である
が、高性能の情報通信システムを所有していても、それにかかわる多様な「ヒト」の能力いかん
では全く機能を果たさなくなる場合もある。また、情報の取得・伝達においてはコンピュータネ
ットワークを通さない「ヒトからヒト」への情報経路も重要である。それゆえ本稿では経営情報
システムに「ヒト」を含める。すなわち経営情報システムを「コンピュータネットワーク＋ヒト」
と考える。ヒトを含めない場合、経営意思決定において経営情報システムの機能は「意思決定支
援機能」となるが、ヒトを含める場合は「意思決定機能」となる。 
 情報システムが企業で最初に用いられた目的は「業務の自動化」である。手作業で行われてい
た業務の情報システムによる自動化は最初から成功を収め、現在に至るまで経営情報システムの 
必須の機能となっている。この初期の経営情報システムは「電子データ処理システム」と呼ばれ
た。 
 1960 年代になると「経営情報システム」という概念が形成されたが、当時の経営情報システ
ムは業務の自動化に加え「構造的意思決定」においても成果を挙げた。 
 1970年代になると60年代の「経営情報システム」では扱えなかった「準構造的意思決定」に
対応した「意思決定支援システム」が登場した。最終的な判断は「ヒト」が決定するが、決定過
程においてコンピュータネットワークシステムが有用な支援を実施する経営情報システムであ
る。このシステムでは、最終判断が意思決定者の能力に依存するので、必ずしも企業にとって有
益な決定がなされるとは限らない。この点を改善するためエキスパート・システムを活用する経
営情報システムの研究がなされているが、現時点においても高度な経営意思決定が可能なコンピ
ュータシステムは存在せず、意思決定においては「ヒト」が重要な役割を果たしている。 
 1980 年代後半になると、意思決定とは別の面から経営情報システムを活用する「戦略的情報
システム 16)」が提唱される。経営情報システムを戦略的に活用し、企業の競争優位を獲得しよう
とするシステムであったが、一時的な競争優位は得られても、持続的な競争優位は得られず、評
価が低下した。 
 「戦略的情報システム」以後「－ － － 経営情報システム」という概念は提唱されなくなっ
たが、現代企業における経営情報システムはさらに重要性を増しており、業務の自動化（効率化）、
意思決定、業務プロセスの支援など企業の各部署で経営支援を遂行している。 
 本稿では、現代の経営情報システムについて新しい見方を提唱する。前々稿 17）では会計情報
システムについてウィキノミクスという観点から考察し、「ウィキノミクス型会計情報システム」
を提唱した。この概念は経営情報システムにも適用できる。すなわち、現代の経営情報システム
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は「ウィキノミクス型経営情報システム」とみなすことができる。ウィキノミクス型経営情報シ
ステムは企業内（企業所有）の経営情報システム（狭義の経営情報システム）にインターネット
を介して低コストで企業外部の膨大な数の個人（消費者）と接続された巨大な情報システムであ
る。狭義の情報システムはこの巨大なネットワークシステムのハブであり、集合知による決定と
その利用において重要な役割を果たす。 
 
４．クラウドコンピューティングと経営情報システム 
 
 今までの経営情報システムでは、情報システム部門が基幹システムの設計・構築・運用の中心
となっており、外部企業の参加があってもそれらの企業が中心となることはない。ERPの普及は
設計・構築について情報システム部門の役割を変えつつあるが、経営情報システムが企業の所有
である点は同じであり、企業のデータを企業外部に保存することはほとんど行われてこなかった。 
 クラウドコンピューティングは究極的にはWebで供給可能なものはすべてWebを通じて利用し、
データもWeb上に保存するという概念であり、今までの経営情報システムの在り方（企業が所有
し、企業内に保存）とは正反対の考え方である。それゆえ、使用に抵抗がある企業も少なくない。 
 企業が使用をためらう理由は 
 
1）セキュリティに対する不安 
2）通信品質の問題 
 
である。インターネット利用に伴う過去 1年の被害調査（平成 20年末）18）では、世帯について
の自宅パソコンの被害経験は 
 
①迷惑メール（架空請求メールは除く）の受信        36.3％          
    ②コンピュータウイルスを発見したが、感染しなかった    24.7％ 
    ③コンピュータウイルに1度以上感染             9.3％ 
    ④架空請求メールの受信                   5.6% 
    ⑤不正アクセス                       0.8％ 
    ⑥スパイウェア等による個人情報の漏えい           1.0％ 
    ⑦フィッシング                       1.1％ 
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    ⑧ウェブ上での誹謗中傷等                  1.0％ 
    ⑨その他（著作権の侵害等）                 0.1％ 
    ⑩特に被害はない                     41.4% 
 
であり、企業における被害経験は 
 
    ①コンピュータウイルスを発見したが、感染しなかった      34.5％ 
    ②コンピュータウイルに1度以上感染             21.6％ 
    ③スパムメールの中継利用・踏み台               4.0％ 
    ④DoS攻撃                          1.7％ 
    ⑤不正アクセス                         1.8％ 
    ⑥故意・過失による情報漏えい                 1.9% 
    ⑦その他の侵害                        0.9% 
    ⑧ホームページの改ざん                    0.4％ 
    ⑨特に被害はない                      41.0% 
 
であった。ともにコンピュータウイルスや迷惑メールに関するものが多いが、被害を受けた割合
がかなり大きいことがわかる。 
また、インターネット利用で感じる不安の調査（平成20末）19)では、世帯で感じる不安は 
 
    ①個人情報の保護に不安がある                71.2％ 
    ②ウイルスの感染が心配である                67.2％ 
    ③どこまでセキュリティ対策を行えばよいか不明        61.7％ 
    ④電子的決済手段の信頼性に不安がある            40.4％ 
    ⑤違法・有害情報が氾濫している               35.5％ 
    ⑥セキュリティ脅威が難解で具体的に理解できない       33.7％ 
    ⑦認証技術の信頼性に不安がある               15.6％ 
    ⑧知的財産の保護に不安がある                 7.9％ 
    ⑨送信した電子メールが届くかどうかわからない         9.2％ 
    ⑩その他                           1.5% 
埼玉女子短期大学研究紀要 第 21 号 2010.03 
 －82－
    ⑪無回答                           0.1％ 
 
であり、企業が感じる不安は 
 
    ①セキュリティ対策の確立が困難               61.8％ 
    ②ウイルス感染に不安                    59.2％ 
    ③従業員のセキュリティ意識が低い              40.5％ 
    ④運用・管理の人材が不足                  36.9％ 
    ⑤運用・管理の費用が増大                  38.8％ 
    ⑥障害時の復旧作業が困難                  26.6％ 
    ⑦導入成果の定量的把握が困難                17.7％ 
    ⑧通信料金が高い                      21.1％ 
    ⑨導入成果を得ることが困難                 11.6％ 
    ⑩通信速度が遅い                      11.8％ 
    ⑪著作権等知的財産の保護に不安                6.2％ 
    ⑫電子的決済の信頼性に不安                  5.7％ 
    ⑬認証技術の信頼性に不安                   6.4％ 
    ⑭その他                           1.6％ 
    ⑮特に問題なし                        4.3％ 
    ⑯無回答                           1.9％ 
 
であった。 
 インターネットはその普及度、利用度から見て明らかに社会基盤のひとつになっているが、セ
キュリティ・通信品質の問題点や上述の世帯や企業の不安の割合の大きさから、クラウドコンピ
ューティングが急速に普及するとは思えない。ITmedia エンタープライズとアイ・ティー・ア
ールが実施した「クラウドコンピューティングに関するアンケート調査」９)においても、クラウ
ドコンピューティングの利用状況について、「現在利用中」が19.0%、「利用すべく現在評価中」
が 10.1%に対して「利用計画はない」が34.0%、「分からない」が 12.2%であり、クラウドコン
ピューティングの利用を考えていない企業が半数近く存在する。ただし、セキュリティーや通信
品質の問題は、NGN（次世代ネットワーク）においてはかなり改善されるので、「クラウドコン
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ピューティング利用時のコストの低減」を考慮すると、NGNの普及に伴ってクラウドコンピュ
ーティングも広く普及すると考えられる。 
 また、「情報システムは所有、データは企業内に保存」が当然と思われている企業が「Webを
介しての利用、データの企業外保存」を受け入れるには時間が必要となる。この点についてニコ
ラス・Ｇ・カーは電力を例に挙げて説明している 1)。かつて電力は自社で発電するのが一般的で
あった。電力会社ができても、重要な動力源である電力を自社で発電せず、外部の企業から購入
することには抵抗があった。しかしながら、電力会社の供給システムの充実と購入によるコスト
の低減により、電力会社から購入する企業が増加し、現在のような電力供給システムに発展した。
クラウドコンピューティングも同様の経過をたどって発展してゆくと指摘している。 
 ある程度の時間が経過し、ＮＧＮも普及した後にクラウドコンピューティングが広範囲に普及
したときの経営情報システムの形態を以下で考えることにする。この時点でも「ウィキノミクス
型経営情報システム」は必要となるので、ＮＧＮを基盤とするウィキノミクス型経営情報システ
ムにクラウドコンピューティングを組み込むことになる。すなわち「ウィキノミクス・クラウド
型経営情報システム」をＮＧＮの基盤上で考察することとなる。 
 ウィキノミクス・クラウド型経営情報システムは以下の3つの部分からなる。 
 
       ①企業所有の経営情報システム（狭義の経営情報システム） 
   
       ②ウィキノミクスを構成する膨大な数の個人(膨大な数の情報システム) 
 
   ③クラウドコンピューティングで提供される情報システム 
 
 ①の狭義の経営情報システムはウィキノミクス・クラウド型経営情報システムの中心となるべ
きシステムで、ハブを形成する。②のウィキノミクスによる集合知の形成が自発的になされるよ
うに協働し、集合知を経営活動に活用する。また、③のクラウドコンピューティングからどのよ
うな提供を受け、どのデータ・情報を保存するかの判断が求められるので、ヒトについては（本
稿では情報システムにヒトも含めて考えている）情報システム部門だけでなく、大多数の部門か
ら（一時的にせよ）参加する必要がある。業務の自動化による効率化、意思決定、業務プロセス
支援などの経営情報システムの中心的な機能はこの狭義の経営情報システムが果たす。このシス
テムの最終的な目標は利益の獲得に貢献することである。 
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 ②のウィキノミクスを構成する個人は「1人のヒトと1台の携帯電話」、「1人のヒトと1台の
パソコン」という簡単なシステムを想定しているが、これらのシステムは（最も簡単な）情報シ
ステムであるから、ウィキノミクス・クラウド型経営情報システムは狭義のウィキノミクス・ク
ラウド型経営情報システムに膨大な数の情報システムがＮＧＮ（あるいはインターネット）を介
して接続されていることになる。このシステムに属するヒトの目的は商品開発に協力するなどの
ことはあっても、企業の利益獲得に貢献するというものではない。自分が興味を持つ商品開発に
協力したあるいは意見を述べたという行為自体が目的であり、その結果得られる個人的な満足感
が最終目的となる。 
 ③のクラウドコンピューティングで提供される情報システムは①の狭義の経営情報システム
に協力して業務の自動化による効率化、意思決定、業務プロセス支援などの経営情報システムの
中心的な機能を支援する。このシステムの目的は、クラウドコンピューティングを提供する企業
の利益獲得が第一であり、提供先の企業が利益を獲得するよう支援はするが、そのことが第一の
目的ではない。 
 ①の狭義の経営情報システムに含まれるヒト、②および③の情報システムは常にウィキノミク
ス・クラウド型経営情報システムに含まれるとは限らないので、ウィキノミクス・クラウド型経
営情報システムは範囲が明確に定まらないファジィ集合となる。ウィキノミクス・クラウド型経
営情報システムを構成する要素にメンバーシップ関数を割り当てることによりこのシステムを
記述することができる。構成要素（ヒトと情報システムを構成する各要素）がｎ個あり、構成要
素に番号 1、2、3 - - - n と番号をつけ、番号 i の要素を Ki と表し、その要素のメンバーシッ
プ関数を fiとすると、ウィキノミクス・クラウド型経営情報システムは 
 
       ｛（Ki, fi）❘i=1、2、3 - - - n ｝ 
 
と表すことができる。 
 
５．複雑適応系とウィキノミクス・クラウド型経営情報システム 
 
（１）マレー・ゲルマンとジョン・ホランドの複雑適応系 
 
 マレー・ゲルマンは複雑適応系について、地球上の生命の起源、生命の進化、生態系の中での
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生物の行動、哺乳動物の免疫システムの働き、動物 (人間も含む)の学習と思考、人間社会の進
化、金融市場における投資家の行動などの過程で共通する特徴があるとして 
 
    それぞれの複雑適応系が自らを取り巻く環境と、自分とその環境との相互作用 
に関する情報を得て、その情報の中に規則性を見出すこと、そしてそれらの規 
則性を一種の「スキーマ」あるいはモデルへと圧縮し、そのスキーマをもとに 
現実の世界で行動することである。どの場合でも、さまざまなスキーマが競い 
合っており、現実の世界での行動の結果がフィードバックされて、これらのス 
キーマ間の競合に影響を与える 20）。 
 
と述べている。ゲルマンの複雑適応系の本質は 
 
①系の非線形性 
②環境との相互作用による情報の獲得 
③情報からのスキーマの生成 
④現実世界からのフィードバックによるスキーマの選択 
 
である。これに対してジョン・ホランドは複雑適応系に別の定義を与えている 21)－23)。ジョン・
ホランドの定義によると、複雑適応系とは「多数の適応的エージェント」からなるシステムであ
り、以下に述べる 4つの特性と３つのメカニズムを持つシステムである。４つの属性とは 
 
        ①集合的特性 
        ②非線形性 
        ③流れ 
        ④多様性 
 
であり、3つのメカニズムとは 
 
        ①標識化 
        ②内部モデル 
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        ③積木 
 
である。 
 マレー・ゲルマンの複雑適応系とジョン・ホランドの複雑適応系では対象としている階層が異
なっている。マレー・ゲルマンの複雑適応系は「単体としての複雑適応系」を対象とした定義で
あり、ジョン・ホランドの複雑適応系は「集合体としての複雑適応系」を対象としている。たと
えば、ひとつの企業を複雑適応系として扱うとき、企業全体をひとつのシステムとして扱う場合
はマレー・ゲルマンの複雑適応系として考察し、企業に属する従業員一人一人に着目し、従業員
の集合体として扱う場合はジョン・ホランドの複雑適応系として考察する。ジョン・ホランドの
複雑適応系はマレー・ゲルマンの複雑適応系の集合体と考えられる。 
 
（２）コンピュータと複雑適応系 
 
  コンピュータが複雑適応系になりうるかどうかは本研究の本質にかかわる重要事項である。 
 マレー・ゲルマンはコンピュータと複雑適応系について以下のように述べている。 
 
コンピュータは複雑適応系として機能することができる。ハードウェアをそう
働くように設計するか、普通のハードウェアを持つコンピュータを学習する、
適応する、あるいは進化するようにプログラムするのである。これまでの設計、
あるいはプログラムの多くは何らかの生きている複雑適応系の働きを簡易化し
て、それをまねることで作られている 24）。 
 
そして 
 
    コンピュータ複雑適応系としてよく知られているものの1つがニューラルネッ 
トワークでソフトウェアとハードウェアのどちらでも実行できる 25）。 
 
と例を挙げて説明している。 
 マレ ・ーゲルマンの主張どおりコンピュータは単独で複雑適応系となりうる。さらに新世代ネ
ットワーにおいてはネットワーク自体が複雑適応系となるような研究もなされており、今後コン
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ピュータならびにネットワークはより高機能を有する複雑適応系として発展してゆく。 
 しかしながら、現時点では、南澤が 
 
経営の意思決定といった社会的、経済的、人間的要素等も大きく含んだ複雑な
意思決定ということになると、まだまだ到底人間にはかなわない（自動制御の
ように限られた、しかも物理的な面においては現在でも自ら情報を検出し、判
断、意思決定を行う上、制御行動さえしてしまう場合があるが）26）。 
 
と指摘するように、高度な経営意思決定はコンピュータには不可能である。 
 本稿で考察するウィキノミクス・クラウド型経営情報システムは高度な経営意思決定も行うの
で、常にコンピュータが単独で複雑適応系となりうるわけではないが、ヒトとコンピュータの組
み合わせを考えれば、複雑適応系となりうる。本稿では、ウィキノミクス・クラウド型経営情報
システムはヒトも含むと考えているので、個々の要素を考えるジョン・ホランドの複雑適応系の
立場では「ヒトとコンピュータの組み合わせ」が基本的な要素となる。 
 
（３）ウィキノミクス・クラウド型経営情報システムとマレー・ゲルマンの複雑適応系 
 
 ここでは、ウィキノミクス・クラウド型経営情報システムがマレー・ゲルマンの複雑適応系で
あることを示す。 
 まず、非線形性についてであるが、情報量とコストについて考える。Web2.0 では、情報の入
手にかかるコストが急減するチープ革命が生じている。したがって、情報量が増大してもコスト
がそれに比例して増加することはなく、情報量とコストの間には比例関係は成立しない。すなわ
ち、情報量とコストの関係は非線形である。経営情報システムの対象は情報であり、コストは企
業にとっては最大の関心事の1つであるから、この2つの間に非線形という関係が存在すること
より、ウィキノミクス・クラウド型経営情報システムは非線形であると考えることができる。 
 次にスキーマについて考える。ウィキノミクス・クラウド型経営情報システムは以下の3つの
スキーマ群に分かれる。 
 
       ①狭義の情報経営システムに関するスキーマ群 
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       ②ウィキノミクス型経営情報システム（Web2.0）に関するスキーマ群 
 
       ③クラウドコンピューティングに関するスキーマ群 
 
これらのスキーマ群は現在までに実践・研究されてきた事項のなかから各システムが選択、実践
し、その結果経営活動に役立たないものは廃棄され、より適したスキーマが選択される。 
 以上の考察によりウィキノミクス・クラウド型経営情報システムがマレ ・ーゲルマンの複雑適
応系であることが示された。 
 
（４）ウィキノミクス・クラウド型経営情報システムとジョン・ホランドの複雑適応系 
 
 ここでは、ウィキノミクス・クラウド型経営情報システムがジョン・ホランドの複雑適応系で
あることを示す。適応的エージェントとしてはヒトとコンピュータ（あるいは携帯電話など）の
組み合わせを考える。この組み合わせはマレー・ゲルマンの複雑適応系であるから、適応的エー
ジェントとしては最適である。 
  
1．集合的特性 
 
 ウィキノミクス・クラウド型経営情報システムは多数の適応的エージェントが協働して目的を
達成するシステムであるから、その目的が集合的特性と考えられる。すなわち、集合的特性は存
在する。 
 
2．非線形性 
 
 情報量とコストの関係が非線形であることはすでに示した。 
 
3．流れ 
 
 流れとはエージェント間の情報の流れであり、質的に異なる2種類の情報が流れる。一つは企
業経営にかかわる情報であり、日常的な処理の中心となる情報である。もう一つは経営情報シス
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テムの改善に関する情報である。この情報によりシステムは進化していく。 
 
4．多様性 
  
 膨大な数の外部の個人、クラウドコンピューティングシステムを含むウィキノミクス・クラウ
ド型経営情報システムには多様な適応的エージェントが存在する。 
 
5．標識化 
 
 新商品の開発など具体的な目標に対してウィキノミクス・クラウド型経営情報システムの機能
が用いられるので、この目標が標識となる。 
 
6．内部モデル 
 
 内部モデルはマレー・ゲルマンの複雑適応系のスキーマに当たるので、すでに議論した。 
 
7．積木 
 
 頻繁に使われる技法・技術は定式化され、組み合わせて使用されるので(単独で使用されるこ
ともある)、これらが積木となる。 
 
 以上の考察により、ウィキノミクス・クラウド型経営情報システムがジョン・ホランドの複雑
適応系であることが示された。 
 
（５）複合的複雑適応系 
 
 ウィキノミクス・クラウド型経営情報システムは 
 
       ①企業所有の経営情報システム（狭義の経営情報システム） 
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       ②ウィキノミクスを構成する膨大な数の個人(膨大な数の情報システム) 
 
   ③クラウドコンピューティングで提供される情報システム 
 
の 3 つのサブシステムから成り立っているが、中心となるのは狭義の経営情報システムであり、
このシステムが他の2つのシステムと協働して、狭義の経営情報システム（企業）の目的を達成
する。他の２つのシステムはある意味で従属しており、狭義の経営情報システムと同等の立場で
はない。このように、いくつかのサブシステムで構成され、中心となるシステムと従属するシス
テムに分かれているが、全体としてはマレー・ゲルマンおよびジョン・ホランドの複雑適応系に
なっているシステムを複合的複雑適応系と呼ぶことにする。この新しい複雑適応系を用いると、
ウィキノミクス・クラウド型経営情報システムは「あいまいな（ファジィシステムであることは
指摘した）複合的複雑適応系」であると説明することができる。 
 
6．おわりに 
 
 本稿では、クラウドコンピューティングとウィキノミクスを含んだ経営情報システムを考察し
た。まず、ウィキノミクス型経営情報システムを提出し、さらにウィキノミクス・クラウド型経
営情報システムを提出した。さらに、ウィキノミクス型経営情報システムがファジィ集合であり、
マレー・ゲルマンおよびジョン・ホランドの複雑適応系であることを示した。最後に、複合的 
複雑適応系という概念を提出し、ウィキノミクス型経営情報システムが「あいまいな複合的 
複雑適応系」であることを指摘した。 
 Webの進化は非常に速く、それに対応した経営情報システムの研究は速さが要求されるものの、
興味深い研究である。今後もWebの進化に応じた研究を続けてゆきたい。 
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